
講
釈
師
の
一
龍
斎
貞
花
氏
が
「
更
生
保
護

の
父
・
金
原
明
善
」
と
い
う
講
談
を
演
じ

て
い
る
の
を
聴
き
、
明
治
期
に
静
岡
県
で

更
生
保
護
事
業
に
携
わ
っ
た
先
駆
者
が
い

た
こ
と
を
知
り
、
い
た
く
感
動
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
秋
田
に
着
任
す
る
に
際
し
、
法

務
総
合
研
究
所
が
発
行
し
て
い
る
「
研
修
」

誌
に
数
代
前
の
秋
田
地
方
検
察
庁
検
事
正

が
寄
稿
し
た
「
三
種
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
と

題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
読
み
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
川
村
養
助
氏
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
同
じ
明
治
期
に
秋
田
に
も
更
生

保
護
事
業
の
先
駆
者
が
い
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
着
任
後
に
早
速
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
川
村

養
助
氏
を
主
人
公
と
し
た
三
種
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
視
聴
し
た
と
こ
ろ
、
地
域
の
多
く

の
人
が
携
わ
り
、
し
か
も
県
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
来
場
し
て
い
る
の
を
目
に

し
、
秋
田
県
に
お
い
て
更
生
保
護
の
理
解

が
広
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ
、
大
変
心
強

く
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
更
生
保
護
の
原
点
を
意
識
し
つ

つ
、
秋
田
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
、
更
生

保
護
に
携
わ
っ
て
い
る
み
な
さ
ま
と
十
分

に
連
携
し
な
が
ら
、
再
犯
防
止
に
向
け
た

諸
施
策
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
六
月
一
日
付
け
で
秋
田
地
方
検
察

庁
検
事
正
を
拝
命
し
ま
し
た
。
秋
田
県
で

の
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
少
し
で
も
良

好
な
治
安
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
の
刑
事
司
法
の
シ
ス
テ
ム
は
、
警

察
、
検
察
、
裁
判
、
矯
正
、
更
生
保
護
と

い
う
一
連
の
過
程
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
の
検
察
の
役
割
は
、

刑
事
事
件
の
真
相
を
解
明
し
、
適
正
に
処

分
す
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
平
成

二
三
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
「
検
察
の
理

念
」
に
は
、「
犯
罪
の
防
止
や
罪
を
犯
し
た

者
の
更
生
等
の
刑
事
政
策
の
目
的
に
寄
与

す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、秋
田
地
方
検
察
庁
で
は
、平
成
二
七
年
、

罪
を
犯
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
円
滑

な
社
会
復
帰
及
び
再
犯
の
防
止
に
向
け
た

関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
う
た
め
、「
社
会

復
帰
支
援
室
」
を
設
置
（
現
在
は
機
能
を

強
化
し
て
「
刑
事
政
策
推
進
室
」
に
改
組
）

し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
再
犯
防
止
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
は
、
検
察
の
職
員
が
更

生
保
護
の
理
念
な
ど
を
十
分
に
理
解
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

理
解
を
深
め
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
更

生
保
護
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
有

益
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
以
前
に

更
生
保
護
の
先
駆
者
に
学
ぶ

　

秋
田
地
方
検
察
庁
検
事
正　

小
　
橋
　
常
　
和
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令
和
２
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

　

基
本
計
画

　

当
連
合
会
は
、
秋
田
保
護
観
察
所
及

び
各
地
区
保
護
司
会
と
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
に
、
保
護
観
察
の
充
実
強
化
や

保
護
司
の
研
さ
ん
の
向
上
に
努
め
る
。

ま
た
、
県
内
の
犯
罪
予
防
活
動
等
が
効

果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
調
整
に
努
め
、

か
つ
関
係
団
体
と
も
関
係
を
よ
り
一
層

密
に
し
、
更
生
保
護
事
業
の
推
進
に
努

め
る
。

　

平
成
30
年
度
に
編
集
委
員
会
を
発

足
し
、
約
１
年
半
を
か
け
ま
し
て
無

事
に
更
生
保
護
制
度
施
行
七
十
周
年

記
念
史
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
お
忙

し
い
と
こ
ろ
玉
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
編
集
会
議
を
重

ね
、
こ
の
10
年
間
の

活
動
等
を
編
集
・
編

纂
し
ま
し
た
。
ま
だ
、

若
干
の
残
部
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
、
秋
田
県
保

護
司
会
連
合
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　
（
常
務
理
事

�

新
野
建
臣
）

★
理
事
会
・
評
議
員
会
（
書
面
議
決
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
に
、
今
回
の
会
議
は
全
て
書
面
議
決
と

い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
令
和
元
年
度
事

業
成
績･

収
支
決
算
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

★
役
員
に
つ
い
て

（
再
任
）�

（
令
和
２
年
４
月
１
日
付
）

　

理
事
長　

小
畑　
　

悟

　

副
理
事
長　

村
岡　

兼
幸

　
　

同　
　

沢
木　

則
明

　

常
務
理
事　

加
賀
谷
文
秋

★
評
議
員
の
異
動

�

（
令
和
２
年
６
月
15
日
付
）

（
新
任
）
千
葉　

惠
美
（
辞
任
）
桑
原　

利
光

収入の部
科　　　目 予算額 決算額

補助金等収入 574,000 721,000

寄 附 金収入 5,151,000 4,330,000

財 産 収 入 630,000 622,752

会 費 収 入 3,000,000 2,633,000

雑 収 入 45,000 24,000

合 計 9,400,000 8,330,752

令和元年度　秋田県更生保護援護協会収支決算
（平成31年４月１日～令和２年３月31日）

支出の部
科　　　目 予算額 決算額

一時保護事業 845,400 452,685

事 務 費 121,400 114,685

金 品 給与費 400,000 95,000

就 労 援助費 324,000 243,000

連絡助成事業 7,871,500 6,904,292

事 務 費 1,155,500 1,104,562

啓 発 費 600,000 594,905

連 絡 調整費 916,000 787,775

助 成 費 5,200,000 4,427,050

管 理 費 645,500 489,620

予 備 費 37,600 0

合　　　　　　　　計 9,400,000 7,846,597

収入総額　8,330,752円　　支出総額　7,846,597円

令
和
２
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

　

運
営
に
関
す
る
事
項

　

１�　

近
年
の
経
済
・
雇
用
情
勢
等
に
的

確
に
対
応
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

た
め
に
、
広
く
県
民
に
対
し
て
更
生

保
護
事
業
へ
の
理
解･

促
進
を
図
り
、

関
係
機
関
等
と
の
緊
密
な
連
携
を
も

と
に
効
果
的
な
更
生
保
護
事
業
及
び

犯
罪
予
防
を
推
進
す
る
。

　

２�　

県
内
に
お
け
る
更
生
保
護
事
業
の

効
果
的
か
つ
積
極
的
推
進
を
図
る
た

め
、
本
協
会
役
員
・
評
議
員
及
び
事

務
局
が
一
体
と
な
っ
て
、
寄
付
金
や

賛
助
会
費
の
発
掘
と
維
持
及
び
安
定

し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
、
更
生
保

護
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
今

日
の
更
生
保
護
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

令
和
２
年
１
月
以
降
に
ご
寄
附
を
寄
せ

ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金
　
三
十
万
円

　

ユ
ー
ア
イ
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス　

小
畑　
　

悟 

様

　

秋
田
銀
行 

様

一
金
　
二
十
万
円

　

村
岡　

兼
幸 

様　

  

沢
木　

則
明 

様

　

加
賀
谷
文
秋 

様　

  

細
谷　

重
直 

様

　

辻　
　

良
之 

様　

  

斉
藤　
　

満 

様

　

小
熊　

良
悦 

様　

  

布
谷　
　

博 

様

　

田
口　

昭
一 

様　

  

宮
原　

文
彌 

様

　

大
内　

睦
子 

様　

  

和
田　
　

仁 

様

　

尾
形　

和
雄 

様　

  

清
水　

重
輝 

様

　

田
代　

苑
子 

様　

  

栁
沢　

和
子 

様

一
金
　
十
万
円

　

八
島　

國
雄 

様

一
金
　
三
万
円

　

曹
洞
宗
保
護
司
会
秋
田
県
支
部 

様

＊�

当
協
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
ご
寄
附
を
戴
き

ま
し
た
皆
様
、
ま
た
普
通
会
員
・
賛
助
会
員

の
方
々
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
秋
田
更
生
保
護
七
十
年
史
」

「
秋
田
更
生
保
護
七
十
年
史
」

発
行
！

発
行
！

秋　田　更　生　保　護 第 72 号（2）令和 2年 8月 6日

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

篤
志
者
寄
附
金
の
御
芳
名

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会



11月19日に開催予定の同大会ですが、
新型コロナウイルス感染防止のため

中止といたします。

第53回
秋田県更生保護大会について

★
更
生
保
護
法
人
全
国
保
護
司
連
盟

　

理
事
長　

交
代

�
（
令
和
２
年
３
月
１
日
付
）

　

野
沢　

太
三
→
谷た

に
が
き垣　

禎さ
だ
か
ず一

�

★
東
北
地
方
保
護
司
連
盟
会
長�

交
代

�

（
令
和
２
年
６
月
１
日
付
）

　

佐
藤　

達
郎
→
疋ひ

き

田た　

正し
ょ
う

應お
う

関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

当
施
設
の
本
年
六
月
末
日
現
在
の
収
容

人
員
は
、一
七
人（
収
容
率
八
五
％
）で
あ
る

が
、こ
の
う
ち
特
別
調
整
の
高
齢
対
象
者
が

二
人
お
り
、軽
度
の
知
的
障
害
が
疑
わ
れ
、

医
療
ニ
ー
ズ
も
高
い
状
態
に
あ
る
。
こ
の
二

人
に
対
し
て
は
、秋
田
県
地
域
生
活
定
着
支

援
セ
ン
タ
ー（
以
下
、定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
）

を
は
じ
め
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
福

祉
施
設
等
を
最
終
的
な
帰
住
先
と
し
て
調

整
し
て
い
る
。
し
か
し
、認
知
症
の
症
状
が

疑
わ
れ
る
ほ
か
、新
た
な
病
状
等
の
課
題
も

浮
上
し
、退
所
先
確
保
の
調
整
に
困
難
を
き

た
し
て
い
る
。

　

従
来
、更
生
保
護
施
設
の
入
所
者
に
対
し

て
は
、就
労
に
よ
る
自
立
更
生
を
目
指
す
よ

う
指
導
し
て
お
り
、就
労
の
可
能
性
が
低
い

高
齢
者
や
障
害
者
の
受
入
れ
は
消
極
的
に

な
り
や
す
く
、社
会
福
祉
と
の
連
携
の
在
り

方
に
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
。

　

現
状
に
お
い
て
、更
生
保
護
施
設
は
特
別

調
整
対
象
者
の
一
時
的
な
受
入
先
と
し
て

不
可
欠
な
施
設
と
な
っ
て
お
り
、入
所
後
に

生
甲
斐
を
見
出
さ
せ
る
よ
う
な
処
遇
上
の

配
慮
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、更
生
保

護
施
設
入
所
前
か
ら
退
所
に
向
け
た
調
整

計
画
や
退
所
後
の
生
活
計
画
等
を
具
体
化

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、出

所
先
で
あ
る
刑
事
施
設
か
ら
の
医
療
情
報

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、福
祉
機
関
の

み
な
ら
ず
刑
事
施
設
と
の
連
携
に
お
い
て
、

個
人
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
合
意
形
成

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

会
員
数
　
令
和
二
年
四
月
一
日
現
在

�

二
十
四
地
区
　
一
、七
九
四
人

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
総
会

　

五
月
二
十
日
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

開
催
予
定
で
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
し
終
息
の
兆
し
が
見
え

な
い
状
況
で
あ
り
、ま
た
法
務
省
保
護
局
か

ら
の
会
議
等
に
係
る
留
意
事
項
等
も
踏
ま

え
、役
員
会
を
経
て
総
会
は
中
止
と
致
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、感
染
症
対
策
を
講
じ
つ
つ
、秋
田

保
護
観
察
所
、関
係
機
関
の
ご
指
導
、ご
理

解
、ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら「
広
が
り
、つ
な

が
る　

未
来
の
輪
」を
心
に
更
女
活
動
を
今

年
度
も
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

★
五
十
七
回「
日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い
」

　

六
月
九
日
、東
京
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
に

お
い
て
全
国
各
地
よ
り
会
員
が
集
い
盛
大
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
の
た
め
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
次
の
方
々
が
今
年
度
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

・
法
務
大
臣
感
謝
状

　
　
（
大　
　

館
）能
登
谷
清
恵

　

・
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
（
湖　
　

東
）新
野　
　

道

　
　
（
美　
　

郷
）藤
谷　

純
子

　
　
（
北
秋
田
）小
坂　

浩
子

★
今
後
の
主
な
行
事

　

◎
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

九
月
十
日
〜
十
一
日（
青
森
）中
止

　

◎
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修

　
　

十
月
二
十
日
〜
二
十
二
日（
東
京
）

　

◎
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

十
二
月
上
旬（
秋
田
）

　

◎
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
組
織
強
化
研
修

　
　

十
二
月（
東
京
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終
息
、い

つ
も
通
り
活
動
で
き
る
日
が
早
く
来
る
事
、

皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

秋　
田　
至　
仁　
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、今
年

度
は
東
北
地
連
の
理
事
会
、全
国
の
総
会
、

東
北
地
方
の
大
会
な
ど
、上
半
期
に
予
定
さ

れ
て
い
た
事
業
は
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま

し
た
。「
少
年
た
ち
と
接
す
る
こ
と
」が
最

も
必
要
と
さ
れ
る
地
区
会
の
活
動
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

百
年
に
一
度
の
感
染
症
が
大
き
く
世
の

中
を
狂
わ
せ
て
い
ま
す
。
中
国
で
新
型
肺

炎
が
流
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
話
が

聞
こ
え
て
き
た
の
は
わ
ず
か
半
年
前
。
そ

の
頃
、こ
の
よ
う
に
世
の
中
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
何
人
が
予
想
し
て
い
た
で

し
ょ
う
か
。
人
生
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、本
当
に
世
界

中
の
人
々
の
人
生
が
想
像
も
し
な
い
方
向

に
動
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
さ
な
か
、九
州
や
中

部
地
方
を
中
心
に
発
生
し
た
令
和
二
年
七

月
集
中
豪
雨
が
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
多
く
の
人
が
命
を
失
い
、浸
水
や

土
砂
災
害
に
今
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
と
い
う
緊
急
事
態
で
あ
っ
て
も
災
害

は
お
構
い
な
し
で
襲
っ
て
き
ま
す
か
ら
、そ

の
備
え
は
き
ち
ん
と
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
更
生
保
護
活
動
も
同
じ
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
総
会
は
じ
め
例

年
の
行
事
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
っ
て
も
、友
だ
ち
活
動
を
必
要
と

す
る
少
年
や
話
し
相
手
、支
え
と
な
っ
て
ほ

し
い
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
現
れ
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
中
で
も
、私
た
ち
が
必
要
と
さ
れ
た

時
に
は
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
心
の
準

備
を
整
え
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
少
年
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、結
び
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

秋　田　更　生　保　護（3）第 72 号 令和 2年 8月 6日

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟



統
括
保
護
観
察
官

高　

橋　
　
　

毅

　

令
和
２
年
春
の
異

動
に
よ
り
青
森
保
護
観
察
所
か
ら
転
勤
し

て
参
り
ま
し
た
。
秋
田
で
の
勤
務
は
２
回

目
と
な
り
ま
す
が
、
秋
田
を
離
れ
て
い
た

期
間
が
１
年
で
あ
り
、
懐
か
し
い
と
い
う

よ
り
、
ず
っ
と
秋
田
で
勤
務
し
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
ら
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。第
２
波
・

第
３
波
も
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
再
び
秋
田

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
素
直
に
喜
び
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
秋
田
の
更
生
保
護

の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
護
観
察
官

�

藤　

原　

淳　

哉

　

春
の
人
事
異
動
で

仙
台
保
護
観
察
所
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
秋
田
保
護
観
察
所
で
の
勤
務
は

５
年
ぶ
り
３
度
目
と
な
り
、
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
特
に
新
規
採
用
や
保
護
観
察
官

★
保
護
司
の
皆
様
へ
の
お
願
い

　

前
歴
等
の
事
情
を
承
知
の
上
で
保
護

観
察
対
象
者
を
雇
用
中
の
事
業
主
の
方

や
、刑
務
所
等
か
ら
の
出
所
後
に
、生
活

環
境
調
整
対
象
者
の
雇
用
を
予
定
し
て

い
る
事
業
主
の
方
を
御
存
知
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

審
査
は
あ
り
ま
す
が
、協
力
雇
用
主

に
御
登
録
い
た
だ
く
と
、身
元
保
証
制

度
や
就
労
奨
励
金
な
ど
の
就
労
支
援
メ

ニ
ュ
ー
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、事
業

主
の
方
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

実
際
に
働
く
対
象
者
本
人
や
引
受

人
・
保
護
者
の
同
意
が
得
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、保
護
観
察
所
の
担
当
職
員
が

事
業
主
の
方
の
も
と
を
訪
問
し
、協
力

　

平
素
か
ら
、当
機
構
の
活
動
に
対
し
、御

理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、当
機
構
の
令
和
２
年
度
通
常
総
会

に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、書
面
表

決
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、理
事
の
選
任
に
つ
い
て
御
審
議

い
た
だ
き
、い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
栁
沢
和
子
氏（
秋
田
県
保
護
司
会

連
合
会
会
長
）が
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
度
も
保
護
観
察
対
象
者
を
は
じ
め

と
す
る
刑
務
所
出
所
者
等
へ
の
就
労
機
会

の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、協
力
雇
用
主

の
更
な
る
開
拓
、そ
し
て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、引
き
続
き
、当
機
構
の
活
動
へ
の

御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

● 

転
入
者
の
あ
い
さ
つ

●
転
入

統
括
保
護
観
察
官

　

高
橋　
　

毅

　
（
青
森
観　

主
任
保
護
観
察
官
）

保
護
観
察
官

　

藤
原　

淳
哉

　
（
仙
台
観　

保
護
観
察
官
）

保
護
観
察
官
・
会
計
係
長

　

藤
原　

佑
史

　

�（
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
事

務
局
総
務
課　

会
計
係
長
）

●
転
出

久
野　

昌
美（
企
画
調
整
課
長
）

　
（
福
島
観　

企
画
調
整
課
長
）

柿
崎　
　

敦（
主
任
保
護
観
察
官
）

　
（
青
森
観　

主
任
保
護
観
察
官
）

高
橋　

典
花（
庶
務
係
）

　
�（

東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
事

務
局
総
務
課　

会
計
係
）

●
内
部
異
動

企
画
調
整
課
長

　

畠
山　

清
寿（
統
括
保
護
観
察
官
）

保
護
観
察
官

　

進
藤
ち
づ
る（
会
計
係
長
）

「
緊
急
行
動
宣
言
を
踏
ま
え
た

�

保
護
司
適
任
者
確
保
の
推
進
」

　

全
国
の
保
護
司
数
は
、令
和
２
年
１
月
１

日
現
在
で
約
40
年
ぶ
り
に
４
万
７
千
人
を

下
回
り
ま
し
た
。
保
護
司
確
保
の
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
会
や

保
護
司
活
動
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め

と
し
た
各
種
施
策
等
更
生
保
護
官
署
及
び

保
護
司
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、保
護
司
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、今
後
10
年
間
で
５
割
近
い
保

護
司
が
退
任
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

秋
田
県
内
の
保
護
司
数
の
現
状
を
み

ま
し
て
も
、こ
こ
数
年
６
５
０
人
台
か
ら

６
６
０
人
台
の
範
囲
で
推
移
し
て
い
ま
す

が
、本
年
度
を
含
め
向
こ
う
10
年
間
で
現
員

の
ほ
ぼ
半
数
と
な
る
３
３
０
人
が
年
齢
基

準
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
保
護
司
連
盟
及
び
法
務
省
保
護
局

に
お
い
て
は
、令
和
２
年
２
月
27
日「
保
護

司
の
適
任
者
確
保
の
た
め
の
緊
急
行
動
宣

言
」を
発
し
、同
年
３
月
12
日
に
は
緊
急
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
東

北
地
方
対
策
本
部
及
び
県
対
策
本
部
を
置

き
、地
区
保
護
司
会
に
お
け
る
対
策
チ
ー
ム

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
保
護
司
の
適
任
者

確
保
に
向
け
て
計
画
的
か
つ
積
極
的
な
取

組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
保
護
観
察
所
に
お
い
て
は
、保
護
司

の
適
任
者
確
保
の
た
め
の
緊
急
宣
言
を
踏

ま
え
対
策
本
部
の
取
組
方
針
及
び
保
護
司

確
保
重
点
地
区
実
施
計
画
に
基
づ
き
な
が

ら
、さ
ら
に
官
と
民
が
一
丸
と
な
り
、保
護

司
の
適
任
者
確
保
の
取
組
を
強
化
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
の
御

理
解
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

秋田保護観察所の人事異動秋田保護観察所の人事異動（令和2年4月1日付）（令和2年4月1日付）

雇
用
主
や
就
労
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
の
御
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

適
当
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
、主
任
官
ま
た
は
保
護
観
察
所
就

労
支
援
担
当
へ
御
一
報
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
労
先
を
確
保
す
る
こ
と
は
、再
犯

防
止
に
向
け
た
貴
重
な
一
歩
に
な
り
ま

す
。
皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

秋　田　更　生　保　護 第 72 号（4）令和 2年 8月 6日

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

秋
田
保
護
観
察
所



１
年
目
と
い
う
大
事
な
時
期
で
大
き
な
不

安
を
抱
え
る
中
、
秋
田
県
内
の
更
生
保
護

関
係
機
関
団
体
の
皆
様
に
温
か
く
御
指
導

御
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

何
か
と
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
護
観
察
官
・
会
計
係
長

�

藤　

原　

佑　

史

　

こ
の
春
の
人
事
異

動
に
よ
り
、
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会

か
ら
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
秋
田
保

護
観
察
所
で
の
勤
務
は
７
年
ぶ
り
の
こ
と

で
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
時
の
役
職
は
会

計
係
長
で
し
た
が
、
今
回
も
同
じ
く
会
計

係
長
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

以
前
と
同
じ
職
場
で
、
以
前
と
同
じ
役

職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
世
の

中
の
状
況
は
７
年
前
と
は
大
き
く
異
な
り
、

「
新
た
な
生
活
様
式
」
が
求
め
ら
れ
る
世
の

中
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
私
自

身
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
業
務
に
励
み
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
者
募
集
中
！

インスタグラム投稿イメージ

　

２
０
２
０
年
、法
務
省
保
護
局
で
は
、更

生
保
護
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ツ
イ
ッ
タ
ー
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）

を
活
用
し
て
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ッ
プ
に
手
書

き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
、熱
い
想
い
を

伝
え
ま
せ
ん
か
？

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
テ
ー
マ
は
、「
更
生
保
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
や
り
が
い
」「
更
生
保
護

活
動
で
大
事
に
し
て
い
る
言
葉
」「
犯
罪
や

非
行
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
る
人
た

ち
へ
の
応
援
」「
対
象
者
や
家
族
か
ら
言
わ

れ
て
嬉
し
か
っ
た
一
言
」「
更
生
保
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
人
」「
更

生
保
護
を
一
言
で
」か
ら
お
選
び
く
だ
さ

い
。

　

秋
田
保
護
観
察
所
で
は
、一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い
た
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
企
画
調
整
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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昭
和
24
年
７
月
に
始
ま
っ
た
“
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
”
は
、
本
年
で
第

70
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

例
年
５
月
に
開
催
し
て
い
る
“
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
”
秋
田
県
推
進
委
員

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
構
成
機
関
・
団
体
が
一
同
に
介
す

る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事

務
局
か
ら
第
70
回
の
活
動
方
針
・
計
画

に
つ
い
て
案
を
お
示
し
し
た
と
こ
ろ
、

多
数
の
御
承
認
を
い
た
だ
き
、
要
綱
等

に
つ
い
て
策
定
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

例
年
通
り
の
活
動
が
難
し
い
状
況
で

す
が
、感
染
症
に
は
十
分
注
意
し
つ
つ
、

皆
様
の
お
知
恵
と
お
力
を
拝
借
し
な
が

ら
、
今
、
出
来
る
こ
と
に
地
道
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、強
調
月
間
の
７
月
に
拘
ら
ず
、

年
間
を
通
し
て
本
活
動
を
推
進
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第 70回第 70回
についてについて“社会を明るくする運動”“社会を明るくする運動”

子供達に大人気！
「更生ペンギンのホゴちゃん」も、

早速活躍しています！
ペンギンなのに水が嫌いなホゴちゃんですが、
県内どこにでも出張いたします（要交通費）。
「うちのPRも手伝ってほしい♡」という方は、
秋田県保護司会連合会事務局まで

ご相談ください。

新型コロナウイルス感染症の
状況を踏まえた対応について

　各更生保護関係団体の皆様には、新型コロナ
ウイルスの影響により特に年度当初における関
係団体の総会では書面表決、また、社会を明る
くする運動（７月中）では非接触型による広報
活動に切り替えていただくなど例年どおりの諸
活動とはいかず苦慮されていることと思います
が、感染拡大防止対策への御協力に感謝申し上
げます。
　新型コロナウイルス感染状況に伴う対応方針
は随時変化しているところです。秋田保護観察
所では、法務省保護局等の対応方針、当庁の実
情及び地域の感染状況等を勘案した上で各更生
保護団体の皆様には、新型コロナウイルス感染
症の状況を踏まえた留意事項についてお知らせ
しているところです。
　特に事件担当保護司には、一時期対象者等と
の面接を延期し電話等による接触とし、６月１
日から通常面接をお願いしているところです。

なお、対象者等との面接時の留意事項として、
発熱等のある場合は面接をしない、手洗い、マ
スク着用、消毒、換気、ソーシャルディスタン
スなど。また、会議等の開催につきましては、
会議等の規模・参加者の範囲等を考慮しながら、
三密を回避する措置が求められ、目安として屋
内収容率 50％以内（十分な間隔２m）とした基
本的な考え方が示されるなど、感染防止対策に
努めていただいております。
　今後の感染拡大も懸念されるなど収束に予測
のつかない状況となっております。当庁におい
ては、今後も法務省保護局等の新型コロナウイ
ルス感染状況の対応方針等に変化が生じた際、
必要に応じて各更生保護関係団体の皆様にお知
らせしたいと思います。引き続き、新型コロナ
ウイルス感染症予防対策を行いながら熱中症予
防を講じていただきますよう御理解御協力をよ
ろしくお願いいたします。
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企
画
調
整
保
護
司
会

議
で
の
サ
ポ
セ
ン
運
営

や
保
護
司
の
確
保
に

関
す
る
事
等
の
協
議
、

定
期
駐
在
や
保
護
観

察
対
象
者
の
面
接
、各

部
会
、保
護
司
間
や
他

の
保
護
司
会
、更
に
は

更
生
保
護
女
性
の
会

と
の
交
流
や
関
係
機
関
と
の
協
議
の
場
と
な
っ

て
来
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、市
よ
り
建
物
の
老
朽
化
や
維

持
管
理
の
面
で
移
転
し
て
頂
く
か
も
し
れ
な
い

と
の
連
絡
を
受
け
そ
の
対
応
に
つ
い
て
、市
の
所

管
と
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
保
護
司
会

と
し
て
は
、本
荘
保
護
区
の
地
形
、範
囲
か
ら
し

て
現
在
地
が
ほ
ぼ
中
央
で
し
か
も
駅
か
ら
近
い

こ
と
か
ら
こ
の
地
が
最
適
と
考
え
て
い
た
事
や
、

定
例
研
修
の
会
場
に
し
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、サ

ポ
セ
ン
の
目
の
前
に
あ
る
西
目
公
民
館「
シ
ー
ガ

ル
」の一室
を
と
考
え
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
、由
利
本
荘
市
の
ご
理
解
ご
配
慮
に

よ
り
移
転
先
や
施
設
借
料
、
維
持
管
理
費

等
要
望
ど
お
り
受
け
入
れ
て
頂
き
、七
月
一

日
無
事
移
転
で
き
ま
し
た
。
新
サ
ポ
セ
ン
は
、

四
十
五・九
平
方
メ
ー
ト
ル
と
前
の
二
倍
の
広
さ

を
有
し
、事
務
・
応
接
・
小
会
議（
対
象
者
の
面

接
）の
三
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
、懸
案
だ
っ
た
更

女
の
会
や
雇
用
主
会
の
事
務
所
機
能
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
サ
ポ
セ
ン
を
提
供
し
て
頂
い
た

由
利
本
荘
市
の
ご
配
慮
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝

し
つつ
、更
生
保
護
活
動
の
拠
点
と
し
て
環
境
に

負
け
な
い
活
動
を
と
、気
を
引
き
締
め
て
努
め

て
行
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

立
ち
直
り
に
は
、保
護
司
の
み
な
ら
ず
多
く
の

方
々
の
支
え
る
社
会
の
仕
組
み
が
充
実
し
て
き

た
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
。
サ
ポ
セ
ン
の
立
ち
上

げ
か
ら
設
置
ま
で
の
苦
労
し
た
こ
と
。
更
に
利

用
さ
れ
、親
し
ま
れ
る
場
に
な
る
こ
と
を
望
む

等
有
意
義
な
話
が
で
ま
し
た
。
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍

の
今
、サ
ポ
セ
ン
の
利
用
拡
大
、当
事
者
と
の
面

接
の
在
り
方
、集
会
の
在
り
方
等
々
問
題
が
出

て
き
て
お
り
、考
え
さ
せ
ら
れ
る
話
も
あ
り
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な
い
だ
け
に
大
変

な
こ
と
だ
な
と
痛
感
し
た
座
談
会
で
し
た
。

　

終
わ
り
に
、今
迄
ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
秋

田
保
護
観
察
所
の
諸
先
生
、諸
先
輩
、事
務
局

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
前
秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
副
会
長
）

「
本
荘
地
区
サ
ポ
セ
ン
無
事
移
転
‼
」

　

本
荘
地
区
保
護
司
会 

セ
ン
タ
ー
長　

小
松　

義
嗣

　

本
荘
地
区
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
以
下

サ
ポ
セ
ン
）は
、本
年
七
月
一日
よ
り
左
記
に
移

転
し
ま
し
た
。

〒
〇
一
八
ー
〇
六
〇
四

　

�

由
利
本
荘
市
西
目
町
沼
田
字
新
道
下
二
ー

五
三
三　

西
目
公
民
館　

シ
ー
ガ
ル
内

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
八
四
ー
三
三
ー
三
九
九
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
一
八
四
ー
七
四
ー
六
二
〇
〇

　

当
サ
ポ
セ
ン
は
、市
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り

平
成
二
十
六
年
十
月
に
西
目
保
健
セ
ン
タ
ー
に

開
設
、以
来
今
日
ま
で
十
四
名
の
企
画
調
整
保

護
司（
現
在
は
十
二
名
）に
よ
っ
て
保
護
司
会
の

運
営
支
援
を
主
と
し
な
が
ら
も
、毎
月
開
催
の

で
、若
い
世
代
と
交
流
し
一
緒
に
活
動
し
て
い
る

と
い
う
サ
ロ
ン
も
あ
り
頼
も
し
く
思
っ
て
き
ま

し
た
。

　

サ
ロ
ン
は
年
十
回
程
度
開
か
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
の
中
に
更
女
と
の
交
流
を
入
れ
て
も

ら
え
た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
、一
度
聞
い

た
だ
け
で
は
覚
え
て
も
ら
え
な
い
よ
う
な
会
の

名
前
や
活
動
状
況
で
も
ま
た
来
て
欲
し
い
な
ど

と
言
わ
れ
る
と
会
員
や
る
気
に
な
って
い
ま
す
。

　

別
の
会
合
の
折
に
、更
生
保
護
女
性
会
と
い

う
名
前
が
覚
え
に
く
い
の
で
愛
称
を
考
え
て
み

た
ら
？
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
退
任
保
護
司
座
談
会
に
出
席
し
て
」

　

北
秋
田
保
護
区

�

佐
藤　

進
一

　

六
月
二
十
六
日
、ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い

て
退
任
保
護
司
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、秋

田
保
護
観
察
所
長
か
ら
は
法
務
大
臣
感
謝
状
、

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
長
か
ら
は
功
労
の

章
と
身
に
余
る
労
い
の
お
言
葉
を
添
え
伝
達
を

賜
り
、六
名
の
参
加
者
一同
感
激
致
し
ま
し
た
。

今
回
の
退
任
者
は
十
二
名
で
次
の
担
い
手
の
確

保
す
る
ご
難
儀
さ
を

思
い
ま
す
と
退
任
を

手
放
し
で
喜
べ
な
い
心

境
に
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
を
交
え
て
の

座
談
会
で
は
、保
護
司

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
、

様
々
な
ケ
ー
ス
に
向

き
合
っ
て
き
た
こ
と
。

「
地
域
と
の
連
携
〜
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に

�

参
加
し
て
〜
」

　
横
手
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会

�

会
長　

大
和
谷
道
子

　

地
域
と
の
連
携
・
協
働
活
動
推
進
地
区
の
指

定
を
受
け
、横
手
社
会
福
祉
協
議
会
に
相
談
に

行
き
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
お
邪
魔
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

更
生
保
護
に
つ
い
て
の
広
報
を
し
、カ
ル
タ
と

り
や
絵
合
わ
せ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、最
後
に
お
抹

茶
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
情
報
交
換
す
る

と
い
う
日
程
で
四
つ
の
サ
ロ
ン
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
町
内
単
位
の
規
模
で
、高

齢
者
が
会
館
等
に
集
ま
り
お
話
し
を
聞
い
た

り
運
動
し
た
り
、お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
交
流
し
、

孤
立
化
を
防
ぐ
の
が
大
き
な
目
的
の
よ
う
で

す
。
年
々
結
成
さ
れ
る
数
が
増
え
、今
で
は
市

内
に
百
四
十
三
の
サ
ロ
ン
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、農
村
部
で
さ
え
多
世
帯

同
居
の
数
は
減
って
き
て
い
ま
す
。
昼
間
、仕
事

で
い
な
い
若
い
世
代
に
代
わ
っ
て
、高
齢
者
が
地

域
の
安
全
・
子
ど
も
への
目
配
り
を
担
って
く
れ

れ
ば
と
意
気
込
ん

で
始
め
ま
し
た
が

お
話
し
の
中
で
、子

ど
も
が
い
な
い
町

内
が
あ
っ
た
り
、少

子
高
齢
化
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
な
か
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編
集
委
員

　
　
　

櫻
田　

元
宏
（
編
集
委
員
長
）

　
　
　

加
賀
谷
文
秋　
　

新
野　

建
臣

　
　
　

北
林　

暢
子　
　

伊
藤　

妙
子

　
　
　

畠
山　

清
寿　
　

金
森　

直
子

　
　
　

菊
地　

皆
美

編
集
後
記

心
の
掃
除
　
作
務
衣
に
つい
て

　
「
掃
け
ば
散
り
散
り
手
は
ま
た
も
降
り
積

も
る
庭
の
落
ち
葉
も
人
の
心
も
」

　

と
い
う
道
歌
が
あ
り
ま
す
が
、
お
掃
除
は

禅
寺
の
修
行
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
昔
中
国

に
百
丈
禅
師
と
い
う
和
尚
様
が
お
ら
れ
、
毎

朝
坐
禅
の
修
行
と
勤
行
が
終
わ
っ
た
後
、
修

行
僧
の
先
頭
に
立
っ
て
、
庭
の
掃
除
を
な
さ
れ

る
の
で
し
た
。
百
丈
禅
師
が
お
年
を
と
っ
て
、

ご
苦
労
で
す
か
ら
私
た
ち
が
や
り
ま
す
か
ら

と
申
し
上
げ
て
も
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
修

行
僧
が
心
配
し
て
禅
師
の
箒
を
隠
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
す
る
と
禅
師
は
部
屋
に
戻
ら
れ
一

日
中
食
事
を
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、侍
僧
が
「
お

体
の
加
減
で
も
悪
い
の
で
す
か
」
と
伺
い
ま
す

と
、禅
師
は「
一日
作
さ
ざ
れ
ば一日
喰
ら
わ
ず
」

と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
禅
の
修
行
の
規
律
と
な
っ
て
、
偉
い

和
尚
さ
ま
か
ら
お
小
僧
さ
ま
ま
で一緒
に
掃
除

を
す
る
「
作
務
」
と
い
う
修
行
と
な
り
、
作

務
衣
と
い
う
禅
僧
の
仕
事
着
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　
　

お
掃
除
を
す
る
と
心
も
き
れ
い
に
な
る

　
　

き
れ
い
に
お
掃
除
を
し
て

　
　

お
客
さ
ま
を
迎
え
よ
う

　
　

見
え
な
い
と
こ
ろ
も
き
れ
い
に
す
る
と

　
　

自
分
を
磨
く
人
に
な
れ
る

　
　

美
し
い
日
本
を

　
　

お
掃
除
を
し
て
も
っ
と
美
し
く
し
よ
う

　
　

み
ん
な
で
お
掃
除
を
し
て

　
　

青
い
地
球
を
大
切
に
し
よ
う

�

櫻
田　

元
宏

栄
誉
に
輝
く

　叙
勲
・
褒
章

お
く
や
み

堀
川　

勝
裕
（
秋
田〔
中
央
〕）

�

令
和
２
年
４
月
７
日
享
年
62

鈴
木　

國
雄
（
大　
　
　

館
）

�

令
和
２
年
７
月
２
日
享
年
77

保
坂　

常
弘
（
秋
田〔
臨
港
〕）

�

令
和
２
年
７
月
６
日
享
年
76

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
令
和
二
年
四
月
二
十
九
日
）

　
令
和
二
年
度
春
の
叙
勲
及
び

褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に

よ
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

（
敬
称
略
）

依
願
解
嘱�

（
敬
称
略
）

（
令
和
２
年
１
月
31
日
付
）

若　

松　

謙　

三
（
大　
　
　

曲
）

（
令
和
２
年
２
月
29
日
付
）

渡　

邊　

ア
ヤ
子
（
潟
上
湖
東
）

（
令
和
２
年
３
月
31
日
付
）

加　

沢　
　
　

哲
（
秋
田〔
臨
港
〕）

任
期
満
了
（
令
和
２
年
６
月
30
日
）

　

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
御
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
御
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

地　

主　

重　

子
（
秋
田〔
東
〕）

大　

渕　
　
　

勇
（
秋
田〔
臨
港
〕）

佐
々
木　

征　

満
（
能　
　
　

代
）

畠　

山　

榮　

子
（
能　
　
　

代
）

今　

井　

東　

長
（
能　
　
　

代
）

佐　

藤　

進　

一
（
北　

秋　

田
）

伊　

藤　

志
津
子
（
本　
　
　

荘
）

髙　

𣘺　

幹　

夫
（
横　
　
　

手
）

松　

下　

康　

央
（
湯　
　
　

沢
）

佐
々
木　

宮　

廣
（
大　
　
　

曲
）

高　

橋　

庄　

康
（
大　
　
　

曲
）

髙　

橋　

克　

子
（
角　
　
　

館
）

新
　
　
任
（
令
和
２
年
７
月
１
日
付
）

　

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
御
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

小　

西　

孝　

宏
（
秋
田〔
東
〕）

嵯　

峨　

恒　

子
（
秋
田〔
東
〕）

佐
々
木　

寿　

子
（
秋
田〔
中
央
〕）

　

藍
　

綬
　

褒
　

章
　（
更
生
保
護
功
績
）

田　

口　

久　

子

（
秋
田
保
護
区
）

笹　

原　

淳　

子
（
秋
田〔
中
央
〕）

遠　

藤　

善　

衛
（
秋
田〔
中
央
〕）

冨　

野　

和　

巳
（
秋
田〔
中
央
〕）

米　

内　

満　

政
（
秋
田〔
中
央
〕）

白　

岩　
　
　

実
（
秋
田〔
臨
港
〕）

雄　

鹿　

成　

子
（
能　
　
　

代
）

平　

澤　

卓　

也
（
能　
　
　

代
）

後　

藤　
　
　

誠
（
能　
　
　

代
）

袴　

田　

瑞　

穂
（
能　
　
　

代
）

五
十
嵐　

芳　

子
（
大　
　
　

館
）

青　

柳　

正　

隆
（
大　
　
　

館
）

伊　

藤　

康　

栄
（
大　
　
　

館
）

長　

岡　

出　

雲
（
大　
　
　

館
）

畑　

山　

玲　

子
（
本　
　
　

荘
）

楢　

岡　

一　

英
（
本　
　
　

荘
）

伊　

藤　

義　

之
（
大　
　
　

曲
）

草　

薙　

喜　

勝
（
大　
　
　

曲
）

尾　

形　

憲　

一
（
大　
　
　

曲
）

伊　

藤　

啓　

資
（
大　
　
　

曲
）

佐　

川　

浩　

資
（
大　
　
　

曲
）

松　

田　

博　

氏
（
角　
　
　

館
）

  

叙
　
位

　
従
六
位
（
令
和
二
年
五
月
十
九
日
付
）

　

畠
山　

英
夫�

（
元
北
秋
田
地
区
保
護
司
）

  

更
生
保
護
以
外
の
功
労
・
功
績

　
瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

　

中
川　

節
子�（
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
副
会
長
）

　
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

平
良
木　

保�

（
横
手
地
区
保
護
司
）

　
藍
綬
褒
章
（
調
停
委
員
功
績
）

　

泉
川　

静
子�

（
横
手
地
区
保
護
司
）

　

瑞
宝
双
光
章
　（
更
生
保
護
功
労
）

栁　

沢　

和　

子

（
秋
田
保
護
区
）

保
護
司
の
異
動

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
様
々

な
影
響
が
で
て
い
ま
す
。
未
だ
に
歯
止
め
の
か
か

ら
な
い
感
染
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、一日
も
早
い
終

息
を
願
い
、い
つ
も
の
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
に
。

秋　田　更　生　保　護 第 72 号（8）令和 2年 8月 6日


